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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年3月3日(2011.3.3)

【公表番号】特表2009-529068(P2009-529068A)
【公表日】平成21年8月13日(2009.8.13)
【年通号数】公開・登録公報2009-032
【出願番号】特願2008-556404(P2008-556404)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  71/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 171/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 167/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 171/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ   5/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｌ  24/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  65/335    (2006.01)
   Ｃ０７Ｂ  61/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  71/02    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 171/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 167/00    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 171/02    　　　　
   Ｃ０９Ｊ   5/04    　　　　
   Ａ６１Ｌ  25/00    　　　Ａ
   Ｃ０８Ｇ  65/335   　　　　
   Ｃ０７Ｂ  61/00    ３００　

【手続補正書】
【提出日】平成22年1月13日(2010.1.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下式

【化１】

［式中、Ｒ１は、ポリエーテル、ポリエステル、ポリ（エーテル－エステル）ブロックお
よびそれらの組合せからなる群から選択され、Ｒ２は、水素原子、保護基または約１個か
ら約５０個の炭素原子を有する有機部分であり、ＮＨ－Ｒ３－ＮＨ２は、エチレンジアミ
ン、ヘキサメチレンジアミン、リシン、Ｎ－（３－アミノプロピル）－１，４－ブタンジ
アミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－アミノプロピル）－１，４－ブタンジアミン、ヘキサメチ
レンジアミンの異性体、ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラミン、テトラエチレ
ンペンタミン、ビスヘキサメチレントリアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－アミノプロピル）
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－１，２－エタンジアミン、Ｎ－（３－アミノプロピル）－１，３－プロパンジアミン、
Ｎ－（２－アミノエチル）－１，３プロパンジアミン、シクロヘキサンジアミン、シクロ
ヘキサンジアミンの異性体、４，４’－メチレンビスシクロヘキサンアミン、４’４’－
メチレンビス（２－メチルシクロヘキサンアミン）、トルエンジアミン、フェニレンジア
ミン、イソホロンジアミン、フェナルキレンポリアミン、アミノ官能化ポリアルキレンオ
キシド、ポリペプチドおよびそれらの組合せからなる群から選択されるポリアミンに由来
する］
の生分解性リン酸エステルポリアミンを含む、生体適合性組成物。
【請求項２】
　Ｒ１が、ポリエチレングリコール、メトキシポリエチレングリコール、ポリプロピレン
グリコール、ポリブチレングリコール、ポリテトラメチレングリコール、ポリヘキサメチ
レングリコール、それらのコポリマーおよびそれらの組合せからなる群から選択されるポ
リエーテルを含む、請求項１に記載の生体適合性組成物。
【請求項３】
　Ｒ１が、トリメチレンカーボネート、ε－カプロラクトン、ｐ－ジオキサノン、グリコ
リド、ラクチド、１，５－ジオキセパン－２－オン、ポリブチレンアジペート、ポリエチ
レンアジペート、ポリエチレンテレフタレートおよびそれらの組合せからなる群から選択
されるポリエステルを含む、請求項１に記載の生体適合性組成物。
【請求項４】
　Ｒ１が、ポリエチレングリコール－ポリカプロラクトン、ポリエチレングリコール－ポ
リラクチド、ポリエチレングリコール－ポリグリコリド、およびそれらの組合せからなる
群から選択されるポリ（エーテル－エステル）ブロックを含む、請求項１に記載の生体適
合性組成物。
【請求項５】
　Ｒ１が、ポリエチレングリコール、メトキシポリエチレングリコール、グリコリド－ポ
リエチレングリコール－カプロラクトンコポリマー、脂肪族オリゴエステルおよびそれら
の組合せからなる群から選択される、請求項１に記載の生体適合性組成物。
【請求項６】
　請求項１に記載の生体適合性組成物を含む接着剤。
【請求項７】
　請求項１に記載の生体適合性組成物を含む封止剤。
【請求項８】
　末端ヒドロキシル成分をリン酸エステルと合わせて、リン酸エステル官能化化合物を形
成することと、
　前記リン酸エステル官能化化合物をポリアミンと合わせて、生分解性リン酸エステルポ
リアミンを生成することと
を含む方法。
【請求項９】
　前記末端ヒドロキシル成分が、ポリエーテル、ポリエステル、ポリ（エーテル－エステ
ル）ブロックおよびそれらの組合せからなる群から選択される、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記末端ヒドロキシル成分が、ポリエチレングリコール、メトキシポリエチレングリコ
ール、ポリプロピレングリコール、ポリブチレングリコール、ポリテトラメチレングリコ
ール、ポリヘキサメチレングリコール、トリメチレンカーボネート、ε－カプロラクトン
、ｐ－ジオキサノン、グリコリド、ラクチド、１，５－ジオキセパン－２－オン、ポリブ
チレンアジペート、ポリエチレンアジペート、ポリエチレンテレフタレート、ポリエチレ
ングリコール－ポリカプロラクトン、ポリエチレングリコール－ポリラクチド、ポリエチ
レングリコール－ポリグリコリド、グリコリド－ポリエチレングリコール－カプロラクト
ンコポリマー、脂肪族オリゴエステルおよびそれらの組合せからなる群から選択される、
請求項８に記載の方法。
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【請求項１１】
　前記リン酸エステルが、ジクロロ－リン酸エステルを含む、請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　末端ヒドロキシル成分をリン酸エステルと合わせて、リン酸エステル官能化化合物を形
成することが、テトラヒドロフラン、ジメチルホルムアミド、ジクロロメタンおよびそれ
らの組合せからなる群から選択される溶媒の存在下で生じる、請求項８に記載の方法。
【請求項１３】
　末端ヒドロキシル成分をリン酸エステルと合わせて、リン酸エステル官能化化合物を形
成することが、トリエチルアミン、ジメチルアミノプロピルアミン、ピリジン、ジメチル
アニリン、Ｎ，Ｎ－ジメチルアニリン、Ｎ－エチルピペリジン、Ｎ－メチルピロリジン、
Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチルエチレンジアミン、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチ
ルエチレンジアミン、１，２－ジピペリジノエタン、トリメチルアミノエチルピペラジン
、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’’，Ｎ’’－ペンタメチルエチレントリアミン、Ｎ，Ｎ’－ジオク
チル－ｐ－フェニレンジアミンおよびそれらの組合せからなる群から選択される第３級ア
ミンの存在下で生じる、請求項８に記載の方法。
【請求項１４】
　前記リン酸エステル官能化化合物が、式
【化２】

［式中、Ｒ１は、ポリエーテル、ポリエステル、ポリ（エーテル－エステル）ブロックお
よびそれらの組合せからなる群から選択され、Ｒ２は、水素原子、保護基、および約１個
から約５０個の炭素原子を含む有機部分からなる群から選択される］
である請求項８に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ポリアミンが、エチレンジアミン、ヘキサメチレンジアミン、リシン、Ｎ－（３－
アミノプロピル）－１，４－ブタンジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－アミノプロピル）－
１，４－ブタンジアミン、ヘキサメチレンジアミンの異性体、ジエチレントリアミン、ト
リエチレンテトラミン、テトラエチレンペンタミン、ビスヘキサメチレントリアミン、Ｎ
，Ｎ’－ビス（３－アミノプロピル）－１，２－エタンジアミン、Ｎ－（３－アミノプロ
ピル）－１，３－プロパンジアミン、Ｎ－（２－アミノエチル）－１，３プロパンジアミ
ン、シクロヘキサンジアミン、シクロヘキサンジアミンの異性体、４，４’－メチレンビ
スシクロヘキサンアミン、４’４’－メチレンビス（２－メチルシクロヘキサンアミン）
、トルエンジアミン、フェニレンジアミン、イソホロンジアミン、フェナルキレンポリア
ミン、アミノ官能化ポリアルキレンオキシド、ポリペプチドおよびそれらの組合せからな
る群から選択される、請求項８に記載の方法。
【請求項１６】
　前記生分解性リン酸エステルポリアミンが、式
【化３】

［式中、Ｒ１は、ポリエーテル、ポリエステル、ポリ（エーテル－エステル）ブロックお
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よびそれらの組合せからなる群から選択され、Ｒ２は、水素原子、保護基、または約１個
から約５０個の炭素原子を有する有機部分からなる群から選択され、ＮＨ－Ｒ３－ＮＨ２

は、ポリアミンに由来する］
である、請求項８に記載の方法。
【請求項１７】
　イソシアネートプレポリマーと、
下式
【化４】

の生分解性リン酸エステルポリアミン
［式中、Ｒ１は、ポリエーテル、ポリエステル、ポリ（エーテル－エステル）ブロックお
よびそれらの組合せからなる群から選択され、Ｒ２は、水素原子、保護基、または約１個
から約５０個の炭素原子を有する有機部分であり、ＮＨ－Ｒ３－ＮＨ２は、エチレンジア
ミン、ヘキサメチレンジアミン、リシン、Ｎ－（３－アミノプロピル）－１，４－ブタン
ジアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－アミノプロピル）－１，４－ブタンジアミン、ヘキサメ
チレンジアミンの異性体、ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラミン、テトラエチ
レンペンタミン、ビスヘキサメチレントリアミン、Ｎ，Ｎ’－ビス（３－アミノプロピル
）－１，２－エタンジアミン、Ｎ－（３－アミノプロピル）－１，３－プロパンジアミン
、Ｎ－（２－アミノエチル）－１，３プロパンジアミン、シクロヘキサンジアミン、シク
ロヘキサンジアミンの異性体、４，４’－メチレンビスシクロヘキサンアミン、４’４’
－メチレンビス（２－メチルシクロヘキサンアミン）、トルエンジアミン、フェニレンジ
アミン、イソホロンジアミン、フェナルキレンポリアミン、アミノ官能化ポリアルキレン
オキシド、ポリペプチドおよびそれらの組合せからなる群から選択されるポリアミンに由
来する］と
を含む、生体適合性組成物であって、
　前記生分解性リン酸エステルポリアミンが、前記イソシアネートプレポリマーを架橋す
る、生体適合性組成物。
【請求項１８】
　前記イソシアネートプレポリマーが、式
【化５】

［式中、Ｘは、ポリエーテル、ポリエステルおよびポリエーテル－エステルからなる群か
ら選択され、Ｒは、芳香族基、脂肪族基および脂環式基からなる群から選択される］
である、請求項１７に記載の生体適合性組成物。
【請求項１９】
　組織を接着するための請求項１７に記載の生体適合性組成物であって、
　第１の組織表面と第２の組織表面とが接近され、そして
　前記接近させた第１および第２の組織表面に、前記生体適合性組成物が適用されて、第
１の組織表面を第２の組織表面に接着することを特徴とする、生体適合性組成物。
【請求項２０】
　医用デバイスを組織表面に接着するための請求項１７に記載の生体適合性組成物であっ
て、
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　医用デバイスと組織表面とが接近され、そして
　前記生体適合性組成物が、前記医用デバイス、前記組織表面、または両方に適用され、
　前記生体適合性組成物の適用により、前記医用デバイスが前記組織表面に接着されるこ
とを特徴とする、生体適合性組成物。
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